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昨
年
４
月
に
所
長
と
し
て
着
任

し
、
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
現
在
世
界
的
に
蔓
延
し
て
い
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
の
影
響

で
、「
橘
ふ
る
さ
と
祭
り
」「
橘
の

散
歩
道
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
は

じ
め
、
毎
年
橘
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
残
念

な
が
ら
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、

本
来
で
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
会
議
や
行
事
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
歴
史
や
活
動

の
お
話
を
伺
い
た
い
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
着
任
以
来
ほ
と
ん
ど
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
本
当
に
残
念
で

す
。

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
も
、
第
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
は
、
定
期
的
に
出
張
所

に
お
集
ま
り
に
な
り
「
地
域
で
助

け
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
に
何
か

で
き
る
こ
と
が
な
い
か
」
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
貴
協
議
会
の
皆
様

の
姿
勢
に
は
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
市
で
は
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
活
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
に
は
、
地
域
で
活
動
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
様
の
力
が
不
可
欠

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
約

が
あ
る
中
で
の
活
動
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
が
な

け
れ
ば
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
最
先
端
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
が
社
協
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
様
々
な
活

動
だ
と
思
い
ま
す
。

　
橘
地
区
に
お
住
い
の
方
の
仲
の

良
さ
や
絆
の
強
さ
に
つ
い
て
は
、

他
の
地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
伝
統

で
あ
り
、
誇
り
で
あ
る
こ
と
を
歴

代
の
所
長
か
ら
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

動
向
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
困
難

な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
十
分
な

活
動
を
す
る
に
は
、
皆
様
自
身
が

健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
と
存
じ
ま
す
。

今
後
の
貴
協
議
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高津区橘出張所

所長　高
たかそう

相強
つ よ し

志

　
橘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
明
る
い

豊
か
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
地
域
福
祉

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
諸
活
動

に
つ
き
ま
し
て
、
日
頃
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
改
め
て
令
和
２
年
度
を
思
い
起
こ
し

て
み
ま
す
と
、
突
然
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
に
よ
り
、
全
国
の
小
中
高
校
の
一
斉
休
校
か

ら
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
延
期
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
、
梅

雨
時
期
の
豪
雨
に
夏
の
猛
暑
と
驚
き
の
一
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
も
感
染

防
止
対
策
に
神
経
を
使
い
な
が
ら
、
で
き
る
範

　
初
夏
。
橘
出
張
所
の
南
側
の
丘
の
森
か
ら
コ

ジ
ュ
ケ
イ
の
元
気
な
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
お
隣
の
山
崎
さ
ん
と
朝
の
ご
挨
拶
。
所
長

席
か
ら
見
え
る
橘
小
学
校
の
「
な
か
よ
し
門
」

か
ら
は
昇
降
口
が
開
く
の
を
待
つ
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
。「
さ
！
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
」、

そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
日
常
。 

　
三
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
高
津
区
役
所
橘
出

張
所
。
築
四
十
年
の
庁
舎
。
丈
夫
な
建
物
で
す

が
各
種
設
備
は
老
朽
化
し
て
、
ご
利
用
の
皆
様

に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

古
い
分
、
気
兼
ね
な
く
お
使
い
い
た
だ
け
る
と

の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
少
し
古
い
建
物
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、

自
分
の
席
を
温
め
る
暇
も
な
く
元
気
に
働
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
橘
地
区
連
合
自
治
会
会
長

の
森
幸
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。
柏
木
靖
男
会
長
の
あ

と
を
引
き
継
ぎ
、三
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
無
我
夢
中
で
お
り
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
地
域
の
多
く

の
事
業
が
中
止
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
に
深
く
感
謝
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
橘
地
区
は
現
在
、
五
十
四
町
会
、
自
治
会
の
会

員
相
互
の
福
祉
増
進
と
親
睦
を
目
的
に
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
三
大
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
夏

の
ふ
る
さ
と
祭
り
、
秋
の
親
子
運
動
会
、
冬
の
防

災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
祭
り
は
、
四
十

回
を
数
え
毎
年
七
千
人
も
の
人
が
来
場
さ
れ
、
賑

わ
い
を
見
せ
て
、
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
ま

　
貴
協
議
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
高
津
区
の

保
健
福
祉
行
政
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
１
月
に
中
国
湖
北
省
に
て
未
知
の
肺
炎

症
状
の
患
者
が
多
数
発
見
さ
れ
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

の
再
来
か
？
と
保
健
所
内
が
慌
し
く
な
る
や
、

あ
っ
と
い
う
間
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
日
本
国
内
で
も
ま
ん
延
し
始
め
、
史
上
初

の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令
と
な
り
ま
し
た
。

　
街
な
か
か
ら
は
、
こ
ど
も
達
の
に
ぎ
や
か
な

声
や
人
々
が
挨
拶
を
交
わ
す
姿
が
消
え
、
寂
し

い
風
景
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
感
染
症
防
御

の
御
努
力
に
よ
り
、
夏
前
に
い
っ
た
ん
落
ち
着

い
た
か
に
見
え
た
状
況
は
、
再
び
患
者
数
の
増

加
に
転
じ
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
２
月
現

在
、
感
染
拡
大
の
第
三
波
の
真
っ
た
だ
中
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
、
私
達
保
健
師
の
活
動
は
、

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
疫
学
調
査
に
マ
ン
パ

ワ
ー
を
割
か
れ
、
健
康
診
断
等
、
日
程
や
内
容

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、

皆
様
に
は
、
乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
、
が
ん

検
診
等
の
受
診
を
引
き
続
き
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
の
一
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

囲
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に

感
染
拡
大
の
影
響
は
大
き
く
、
思
う
よ
う
に
活

動
を
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
行
っ
て
き
た
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」

は
、
会
場
の
定
員
の
都
合
な
ど
も
あ
り
、
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。「
親

子
の
つ
ど
い
」「
橘
ふ
る
さ
と
祭
り
」「
橘
の
散

歩
道
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
活
動
が
こ
と
ご
と
く
中

止
と
な
り
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
早
く
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
が
広
が
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
地
域
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
め
る
日
が
来
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
令
和
３
年
７
月
で
設
立
か
ら
64
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
て
必

要
な
見
直
し
を
進
め
、
行
政
、
高
津
区
社
会
福

祉
協
議
会
、
橘
地
区
連
合
自
治
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
な
ど
地
域
の
関
係
団
体
と
連

携
を
取
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
季
節
ご
と
の
様
々
な
行
事
は
楽
し
い
思
い
出

ば
か
り
。
準
備
、
運
営
す
る
各
団
体
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
働
き
ま
し
た
。
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
美
味
し
い
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
達
成
感
と

一
体
感
を
共
有
で
き
た
こ
と
が
「
あ
の
三
年
間
」

の
忘
れ
得
ぬ
大
切
な
思
い
出
で
す
。

　
あ
の
頃
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
心
配
な
ど
微
塵
も

な
く
、
夏
休
み
子
ど
も
映
画
会
、
橘
ふ
る
さ
と

祭
り
、
親
子
運
動
会
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
ど

ん
ど
焼
き
、
防
火
防
災
訓
練
な
ど
、
肩
を
寄
せ

合
い
大
声
で
話
し
、
笑
い
、
握
手
を
し
て
共
感

し
あ
う
こ
と
が
「
普
通
」
で
し
た
。

　「
普
通
」
の
事
が
出
来
な
い
今
、
橘
地
区
の
皆

さ
ん
た
ち
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
思
い
出

は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
思
い
出
の
宝
物
で
す
。

　
私
事
。
定
年
退
職
ま
で
あ
と
二
年
。
勤
続

四
十
年
の
高
津
区
役
所
一
筋
の
公
務
員
人
生
の

中
で
、
最
も
楽
し
く
て
貴
重
で
輝
い
て
い
た
の

が
、「
あ
の
三
年
間
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
橘
地
区
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
裏
話
…
実
は
橘
地
区
が
好
き
過

ぎ
て
、
着
任
中
の
最
後
の
約
一
年
間
。
橘
地
区

内
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
住
ん
で
い
ま
し
た
。）

す
。
親
子
運
動
会
は
、
台
風
と
コ
ロ
ナ
で
、
二
年

続
け
て
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
多
く
の
子
供
た
ち
が
い
た
と
思
い
ま
す
。
今

年
度
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、
多
く
の
事
業
が
開

催
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
町
会
・
自
治
会
に
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
役
員
の
な
り
手
が
い

な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
一
度
引
き
受
け
る
と
や

め
ら
れ
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
行
政
か
ら
の
推

薦
依
頼
、特
に
民
生
委
員
児
童
委
員
の
選
出
に
は
、

大
変
苦
労
し
ま
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
、
人
生
百
年
時
代
の
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
代
の
方
の
お
世
話
が
多
様
化
し
、
活
動
が
増
え

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委
員

の
取
り
組
み
対
策
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
に
寄
り
添
い
、
地
域
に
あ
っ
た
取
り
組
み

の
輪
を
広
げ
て
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
橘
地
区
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
。」
と
、
会
員
皆
様
に
言
っ
て
い

た
だ
け
る
様
に
、
災
害
に
強
い
、
優
し
い
福
祉
橘

地
区
を
目
指
し
、
微
力
で
す
が
頑
張
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
橘
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
充
実
と
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
橘
地
区

連
合
自
治
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

種
が
始
ま
り
、
一
筋
の
明
る
い
光
が
見
え
始
め

た
気
が
い
た
し
ま
す
が
、
国
内
で
は
更
な
る
感

染
の
急
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
医
療
資
源
が
大

き
く
圧
迫
さ
れ
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
し

ば
ら
く
は
、
こ
れ
以
上
、
感
染
の
拡
大
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
皆
様
に
は
更
な
る
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
の
励
行
、

飲
食
時
や
会
話
等
発
声
時
の
感
染
防
止
と
い
わ

ゆ
る
三
密
の
防
止
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、

密
接
場
面
を
避
け
る
）
な
ど
の
御
協
力
を
呼
び

掛
け
、
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
感
染
予
防
に

留
意
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
一
日
も
早
く
、
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

橘の社会福祉「第 41 号」
発行所　橘地区社会福祉協議会（事務局）

　　　　川崎市高津区溝口 1－6－10

　　　　てくのかわさき ３Ｆ

　　　　福祉パルたかつ内

ＴＥＬ　812 － 5500

発行人　森　昭司

編集人　機関紙編集委員会

　　　　委員長　佐藤　嘉彦



末長

新作

千年
北野川

東野川

久末
蟹ヶ谷

明津
子母口

子母口富士見台

千年新町

車いすの無料貸出事業

　※橘地区社会福祉協議会では、ケガや介護などで、

一時的に車いすが必要な方に無料でお貸ししています。

（末　長）

  澁谷　　博 ８６６－９７１１
  猪平　信雄 ８７７－７７７３
  小黒　欣三 ８３３－９２２２
（新　作） 

  福田　秀子 ８６５－０２６１
  平田　恭子 ８８８－９４７２
  石川　秀子 ８５７－７１４７
（千　年） 

  小宮　　茂 ７５４－１４１５
  山崎光佐夫 ７５５－６６１４
  小泉　健一 ７７７－３５３１
（千年新町）

  白濱　　昭 ７６６－５８９６
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橘 の 社 会 福 祉⑵ 令和３年４月１日� 第41号

寄託金の御礼寄託金の御礼　　令和２年度寄託金令和２年度寄託金

　皆さまにご協力いただきました賛助会費は、ひとり暮らしの高齢者を対象とした

会食会や青少年福祉事業などの社会福祉事業に使われています。

　また、本機関紙を含めた、地域福祉推進のための広報活動にも使われています。

　皆さまからの暖かいご支援ありがとうございました。

令和2年度　高津区社会福祉協議会
賛助会員及び賛助会費について

　　　橘地区内
　　　　957件の会員の皆さまより

　　　　　　　1,441,000円
（前年度比79,000円減となりました。）　

セレサ川崎農業協同組合様� ６０，０００円

あたたかいご協力に感謝いたします。あたたかいご協力に感謝いたします。

優良地区社協の表彰

「橘
た ち ば な ち く し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い

地区社会福祉協議会」
ってどんな組織？

人　口 ９５，５７６人
年　少（0 歳～ 14 歳） １２，６５９人

生産年齢（15 歳～ 64 歳） ６２，９２２人
高齢者（65 歳～ 74 歳） 　９，８９９人

高齢者（75 歳～） １０，０９６人
世　帯　数    ４５，１０１世帯
外　国　人 　１，９１７人

対 象 地 域 末長、新作、千年、千年新町、子母口、子母口富
士見台、明津、蟹ヶ谷、久末、北野川、東野川

主な拠点・活動場所 高津区役所橘出張所、子母口・末長老人いこいの
家、プラザ橘、高津老人福祉・地域交流センター

橘地区基礎データ	 （令和２年 12月末日現在）

橘地区マップ 　地域の福祉課題の解決に向け、地域住民全員が福祉の担い手となり、住民同士がお互い　地域の福祉課題の解決に向け、地域住民全員が福祉の担い手となり、住民同士がお互い
に支え合うことを目的とした任意団体です。川崎市内には 40 の「地区社会福祉協議会」がに支え合うことを目的とした任意団体です。川崎市内には 40 の「地区社会福祉協議会」が
あり、「橘地区社会福祉協議会」もそのうちの一つで、昭和 33 年 7 月に設立されました。あり、「橘地区社会福祉協議会」もそのうちの一つで、昭和 33 年 7 月に設立されました。
さまざまな活動を通して福祉のまちづくりを進めています。会員構成は、町内会・自治会、さまざまな活動を通して福祉のまちづくりを進めています。会員構成は、町内会・自治会、
民生委員児童委員、保護司、子ども会、老人クラブ等が中心となっています。民生委員児童委員、保護司、子ども会、老人クラブ等が中心となっています。

橘地区社会福祉協議会は４つの部会に分かれて活動しています

企画調査部会
会員への研修会の実施、機関紙の発
行等、福祉の啓発活動を行っていま
す。

女性部会
高齢者ふれあい会食会活動や「親子の
つどい」の開催等、地域のふれあい活
動を行っています。

厚生福祉部会
車いすの貸出事業、介護講習会の実施、橘ふるさ
とまつりにおける「ふれあいコーナー」の実施等、
高齢者及び障害者福祉活動を行っています。

青少年部会
橘の散歩道ウォークラリーや中学生と福
祉を語る会の開催、夜間パトロール等、
青少年の健全育成活動を行っています。

　地域の福祉課題の解決に向け、地域住民全員が福祉の担い手となり、住民同士がお互い　地域の福祉課題の解決に向け、地域住民全員が福祉の担い手となり、住民同士がお互い
に支え合うことを目的とした任意団体です。川崎市内には 40 の「地区社会福祉協議会」がに支え合うことを目的とした任意団体です。川崎市内には 40 の「地区社会福祉協議会」が
あり、「橘地区社会福祉協議会」もそのうちの一つで、昭和 33 年 7 月に設立されました。あり、「橘地区社会福祉協議会」もそのうちの一つで、昭和 33 年 7 月に設立されました。
さまざまな活動を通して福祉のまちづくりを進めています。会員構成は、町内会・自治会、さまざまな活動を通して福祉のまちづくりを進めています。会員構成は、町内会・自治会、
民生委員児童委員、保護司、子ども会、老人クラブ等が中心となっています。民生委員児童委員、保護司、子ども会、老人クラブ等が中心となっています。

令和 2 年 11 月 13 日「橘地区社会福
祉協議会」が、優良活動社協として令
和 2 年度全国社会福祉協議会会長表彰

を受賞しまし
た。 昭 和 41

（1966） 年 以
来 2 回目の受
賞となります。

コロナウイルス感染拡大前の写真が含まれています。

（子母口）

  吉野　　豊 ７６６－８００６
  中島　和夫 ７８８－８１４１
（久　末）

  森　　恒夫 ７８８－７８９８
  森　　昭司 ７６６－３６９３
  堀内　武雄 ７７７－８１２８
（蟹ヶ谷）

  田村　恒子 ７７７－４０６２
（明　津）

  秋元　　薫 ７６６－２７８９

担当地区の民生委員または、

上記の担当者へご連絡ください。


